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　　　　「制震構造の現状と将来展望」

懇親会二次会

の会場風景

しかし、今回、そのイタリヤから発信されたヨ

ーロピアン・ウッドに関する情報は日本における

アメリカ・カナダ産木材以外にヨーロッパの成熟

した森林保全を背景とするＥＵ国の木材産業の存

在があることを改めて知らされました。以下、主

催者の資料から引用します。

　「イタリヤ国

立樹木・木材研

究所のSOFIEプ
ロジェクトはイ

タリヤトレント

地区の後援によ

りイタリヤ国立

樹木・木材研究

所の調整・主導

で進められてい

る共同研究プロ

ジェクトです。

背景には、地域

産製材の中・低

等級のものを、

多層建築物の床や壁といった構造用大型パネルに

用いる事により利用を拡大しようと言うねらいが

あります。又、その最終的な目的は、信頼性に高

い費用対効果の高い建設システムを提供すること

により、イタリヤ及び、ヨーロッパにおける木材

市場を拡大する事

にあります。

今回の実験に使

用されるクロスラ

ミナパネルとは、

木材の品質によら

ず 、 厚 さ 17 ｍ

ｍ、から27ｍｍ

幅 160ｍ ｍ か ら

200ｍｍのスプル

ースの板が含水率

10～ 12%まで機

械乾燥され、鉋か

けをされて、機械

等級区分、欠点チ

ェックがされ、長

さ方向にフィンガージョイント、その後、層に組

み合わされて接着剤で、直交するように接着され

最後に真空又はクランプによりプレスされ、大型

パネルとして組み立てられその後にCNCで希望の

サイズに切断され出荷されたものです」

試験概要／試験体平面7ｘ7ｍ／総高さ10ｍ／振動

台の入力地震波：ＪＭＡ神戸0.8Ｇ。

　試験結果は口頭でしたので概略です。

　最大変位は1階

の 層 間 変 位 1/8

0、2階の層間変

位1/150、1階の

層間変位1/200、

3階の応答加速度

2500ガル試験終

了後の残留変形

無し、個人的感

想は何しろ使用

されたパネルは

厚 さ 85 ｍ ｍ 縦

3000ｍｍ幅7000
ｍｍの大型木質

パネルで窓は鋸

による繰り抜き

開口と日本の構

造では考えられ

ないシステム建

築です。

　建築学科の学

生がスチレンボ

ードで模型制作

するそのままを

実大サイズにし

たようなもので

す。ホールダン

ボルトはありま

すが、ある種ロー

テクであり、壊れ

るとすればパネルとパネルの接合部以外は考えら

れない、単純明快な構造です。来年は兵庫県三木

市の世界一の振動台で木造7層の試験を予定して

いるようですので今後の展開が非常に楽しみで

す。　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　真崎雄一　記

層間変形測定変位計

１階壁パネル脚部ホールダウン金物

２階壁パネル脚部ホールダウン金物

２階壁パネル頭部ホールダウン金物

会員委員会定期便　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＪＳＣＡ千葉「見学会」を１０月頃に予定しています。

（明智・斉藤・鈴木）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　(一面からの続き）

　笠井先生の

お話しは、基

本的な４種類

の ダ ン パ ー

（振動エネル

ギ ー を 吸 収

し、建物の揺

れを押さえる

装置）の説明

に始まり、建物性状や構造によりそれらを使い分

け、また、バランスに応じ組み合わせるといった

現状の利用。今後の既存建物への応用、さらに、

防災科学研究所・兵庫耐

震工学研究センターに完

成した実大3次元振動破

壊実験施設（Ｅ-ディフェ

ンス）を利用した制震部

材の実物大実験による部

材性能の確認及び設計手

法の確立等、現状と将来

さらに問題点について分

かりやすい講演をしてい

ただきました。記念講演か

ら御参加をいただいた皆様からも大変御好評であ

りました。

　記念講演後の懇親会で、今年は弦楽四重奏によ

るミニコンサートが開催され、昨年同様会場を和

ませるす

てきな演

奏を聴く

ことがで

き ま し

た。

　また、

建築士会

の明智会

長より、

サラリーマン川柳の一節など飛び出し、耐震偽装

事件を一時忘れる、楽しい時間をすごすことがで

きました。

　本年の記念講演と懇親会への参加人数も約９０

名を数え、講演をしていただいた笠井先生、参加

をいただいた、御来賓の皆様へ改めて感謝申し上

げます。また、来年はＪＳＣＡ千葉発足10年目を

迎えることとなり、構造設計者は業界及び社会的

な役割を果たし、良い10年目を迎えられることを

希望しつつ報告とします。　(佐藤暢彦　記）　

  

　壁で支えるヨーロッパの壁式木造建物

「３階建て実大振動台実験見学会報告」

　2006年7月10日にイタリヤ国立樹木・木材研究

所と防災科学技術研究所の共催で壁式木質構造３

階建ての実大振動台実験が行われました。実験の

見学機会を得ましたので以下実験の経過及び背景

を御報告いたします。 

　イタリヤは日本

人にとり世界中で

魅力的な国として

筆頭に上げられま

す。特に文化面に

お い て 歴 史 的 遺

産、建物、芸術、

デザイン、果ては

ピッツァの食にい

た る ま で 有 名 で

す。有名人は近年

ダビンチコードで

騒がれる「レオナ

ルド・ダビンチ」

「ミケランジェロ」

「ソフィア・ローレ

ン」都市名では「ローマ」「ミラノ」「ナポリ」

「フィレンツェ」「ベネチア」等です。反面、工

業力おいては自動車産業が「フェラーリ」「フィ

アット」「アルファロメオ」「ランボルギーニ」

で良く知られています。

懇親会での、笠井先生

左から上原千穂、船津みづほ、今中尚子、安大登志子

試験体全体風景


